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東京湾だって伊勢三河湾だって同様で
す︕







：アマモ場 
図 明治時代の東京湾漁場(ぎょじょう)図に

示されたアマモ場の分布状況
作成：東京久栄

もともとの東京
湾



国際レゴブロックの大会で、アマモ場再生
の重要性を訴え、自動アマモ移植機を提
案し、世界3位に入賞した子どもたち

チュニジアの子どもたちと、アマモ場再生で共通し、
テレビ回線で国際交流した子どもたち

歌をつくってくれた音楽の先生

絵本も作成！ベストセラーに



かるたも作成:編集委員長は小学校5年生だった



手芸の得意な子どもが、参加者配布用に作成したストラップ



横浜市漁業協同組合の協力による試食会
（アマモ播種イベント）



上皇陛下からアマモの苗のお手渡し

• 県知事もアマモ移植

いろんな人が移植に参加



活動開始10年のアマモ場





里海が存在していた頃の東京湾 現在の東京湾

東京湾海岸線総延長1070㎞

我々が、やってきたのはせいぜい2㎞（年間参加者数約3000人）

どうやったら、1070㎞に近づけられるのか︖

そうだ︕︕流域人口が3000万人もいるじゃないか︕



ブルーカーボンというのは、別にマネーゲームという意味ではない。

日本の沿岸環境が悪くなり日本人の持続可能性に問題を生じさせなが
ら、海外のクレジットに日本の企業の資金が流出して良いのか︖

ブルーカーボンをテーマに、たくさんの企業が参入することで、日本
の沿岸環境が美しく、豊かに再生していくことが目標



























今年のアマモの種子採取、セブンイレブン、日本テレ
ビ、
東京ガス、東京海上日動、マルハニチロ、三菱電機
栗田工業 延べ参加者数750人、採取種子数47200粒

ますます参加企業も増えてきている。
どちらの企業も、全国での活動を希望している。





異星人も︕



木霊だって︕





人間が生物である限り、自然環境はすべてのインフラなんです。







プロジェクトの概要
国や自治体、市民団体、学校、漁業者、企業など多様な主体が連

携して取り組む「東京湾UMIプロジェクト」
https://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kyoku/59engan/umipro/umipro.htm

平成25年度から横浜港の一角で「海のゆりかご」と呼ばれるア
マモ場の再生に取り組んでいます。横浜ベイサイドマリーナ横の浅
場で活動した結果、10haを超えるアマモ場が再生し、多様な生き
ものを育む豊かな海辺となりました。
また、平成22～24年度に関東地整が行った藻場造成実験によ

り、護岸沿いの岩や消波ブロックにはアカモク場が形成されました。
現在、横浜市漁協が種苗の供給を行いながら持続可能な形で水揚
げし、横浜の新たな産品にもなっています。

 プロジェクトの特徴・PRポイント
東京湾の豊かさを取り戻すためのアマモ場の再生活動や持続

可能な漁業は、「生物多様性の向上」や「生物資源の増大」、「地域
コミュニティの再生」に加えて、ブルーカーボンの拡大に寄与する
ことで「地球温暖化の抑制」にも貢献します。
http://www.amamo.org/ （金沢八景-東京湾アマモ場再生会議Webサイト）

令和2年度にJブルークレジットで得た資金は、東京湾内のアマ
モ場再生に活用するアマモの種子や苗の生産、ベイサイドマリー
ナでの見守り活動、金沢八景付近での再生活動などに活用して
います。

多様な主体が連携した横浜港における藻場づくり活動

現地での活動の様子

本牧ふ頭

根岸湾

桜木町

横浜市漁業協同組合、NPO海辺つくり研究会、金沢八景－東京湾アマモ場再生会議

https://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kyoku/59engan/umipro/umipro.htm
http://www.amamo.org/


海辺の藻場や干潟などが有する多様な価値
アマモ場やアカモク場などの藻場や干潟などの生態系が持つ

多様な価値は、私たちの暮らしを支えてくれています。
ある試算によると、横浜ベイサイドマリーナ横の藻場は以下の

ような価値を持っていることがわかっています。

また、これらの経済価値を専門家が解析したところ、年間で約
8,000万円に相当すると評価されました。

 藻場再生を通じた地域社会の再生と活性化
金沢八景駅のそばにある「瀬戸神社」ではアマモを使った神事

「無垢塩払ひ」が長らく途絶えていましたが、アマモ場が再生し
たことで平成23年、実に８８年ぶりにこの神事が復活しました。

また、柴漁港で水揚げされるアナゴは「小柴のアナゴ」として有
名ですが、アマモ場再生活動で地元漁師とのつながりができた
ことをきっかけに金沢小学校でアナゴを使った学校給食がふる
まわれるようになり、横浜市金沢区では年々アナゴ給食を採り
入れる小学校が増えています。

多様な主体が連携した横浜港における藻場づくり活動
横浜市漁業協同組合、NPO海辺つくり研究会、金沢八景－東京湾アマモ場再生会議

メバルなどの魚介類の漁獲が年間745kg増加食料供給
海の生物によるCOD※の浄化量が年間1.2トン増加水質浄化
この海域で生息する海生生物が28種類増加種の保全

（参考：タウンニュース https://www.townnews.co.jp/0110/2012/10/11/160711.html）

アマモ場に群れるメバル

瀬戸神社の神事「無垢塩払ひ」

柴漁港のアナゴ天丼
※COD：化学的酸素要求量 水質汚濁の度合いを表す指標

https://www.townnews.co.jp/0110/2012/10/11/160711.html










東 京 湾 で の
取 り組 み を

世 界 の 見 本 に す る

木 村 尚









日本テレビの日本列島ブルーカーボンプロジェクトはこちらか
ら
https://www.ntv.co.jp/bluecarbon/

https://www.ntv.co.jp/bluecarbon/


終わりに
せっかく愛知県に来てますので、ご紹介︕

トヨタイムズご存じですか︖
「一緒に考えよう︕海のカーボンニュートラル“ブルーカーボン”」がすでに配信されています。
よｒとしかったら御覧ください。


